
～ 立命館中学・高等学校「120年」の歩み ～

はじめに 立命館「清和会」とは？
立命館中学校・高等学校は1905（明治38）年9月10日、立命館
大学の前身である私立京都法政学校の付属校として「私立清和
普通学校」という名称で誕生しました。「清和」という名称は校地が
京都御苑の清和院御門に隣接していたことに由来しており、私たち
の同窓会組織を「清和会」と称しているのも同様の理由です。

（１）西園寺公望と『立命館』
学祖・西園寺公望は、1869（明治2）年に京都御所内の私邸に私
塾『立命館』を開設しました。この私塾には新しい時代の建設に夢を

（２）中川小十郎と『立命館』
フランス留学を終えた西園寺は、外交官、オーストリア公使などを
経て政治家としての道を歩みだしました。西園寺が文部大臣に就任
した折、彼の公設秘書官を務めたのが本学園の創立者の中川小
十郎でした。西園寺と共に京都帝国大学の創設に尽力した中川は、
働きながら学ぶ、意欲に溢れる若者たちのための私学の設立を決
意し、清和院御門に隣接した広小路に、1900（明治33）年に「私立
京都法政学校」を、そして1905(明治38）年には「私立清和普通学
校」をそれぞれ創立しました。創立時は文部省との関係で「法学」と
「政治学」を専門とする「法政」学校として出発しましたが、中川の考

京都御苑清和院御門

上／西園寺公望による「立命
館」の扁額。西園寺20歳の
書とされる。藤原公望と称して
いるのは西園寺家が藤原家
の系統であったため
(長岡京キャンパスと立命館
大学衣笠キャンパスに所蔵)

左／学祖 西園寺公望

上／創立者 中川小十郎

左／中川小十郎と北大路

える教育の理想は中等教育から大学まで
の「総合学園」でした。この理想に相応しい
学校名は西園寺公望の『立命館』しかない
と考えた中川は、『立命館』の継承を申し出
て、西園寺から快諾を得ました。その後、文
部省から財団法人「立命館」の創立許可を
得て、1913(大正２)年に校名をそれぞれ「私
立立命館大学」・「私立立命館中学」と改
称しました。

持つ多くの若者が全国から集まり、活発に
議論を行いましたが、この若者達の姿が不
穏な動きとみなされ、『立命館』は差し留め
命令を受け、閉鎖されました。その折、長崎
にて留学準備中であった西園寺は、失意の
内にフランスへ渡りました。約10年の留学期
間を経て、西園寺はフランスの民主主義・
自由主義・国際主義の思想の影響を大きく
受けて帰国しました。



深草キャンパスの中庭に設置されていた「石
灯篭」は、深草学舎への移転を記念して、寄
贈されたもの。現在は長岡京キャンパスに移
設され、生徒たちを見守っている。

Column 西園寺公望と『立命館』

西園寺の設立した私塾『立命館』と現在の「立命館」と
の間には学校組織としての直接的繋がりはありませんが、
西園寺は終生、立命館への支援を惜しみませんでした。
実弟の住友財閥当主の住友友純も学園に大口の寄付
等を行いました。また西園寺自身も多数の貴重な書籍を
学園に寄贈しています。それらの書籍は、現在「西園寺
文庫」と名付けられ、学園の貴重な資料として保存され
ています。この他にも西園寺自身及び西園寺家から学
園に贈られた品々は数百点にも及びます。本校のホッ
ケーグラウンド横に設置してある「石灯篭」も東京の本邸
「駿河台」に設置されていたものです。

（３）「立命館中学」の新しい教育と北大路学舎への移転
「私立立命館大学」・「私立立命館中学」への校名の改称は、学園の組織及び教育活動に大きな
改革を生み出しました。中川小十郎が京都帝国大学の創立に尽力した縁もあり、立命館大学に止まら
ず、立命館中学にも、教育学専門の小西重直教授や福島亦八教授をはじめ、多くの京都帝国大学
の新進気鋭の先生方を迎え入れました。彼らは新しい教育理論を取り入れた教育活動（外国人講師に
よる英語授業や懸賞論文の募集、成績上位者対象の放課後の英数特別授業、運動競技部の活動
の奨励などを）を展開しました。

立命館第二中学校

（４）立命館中学校の発展と学校の複数化
第一次世界大戦や関東大震災後の経済不況による私立
中学校への志願者の激減に比して、実業（商業）学校への志
願者が激増しその影響を受けて1929（昭和4）年に北大路学
舎に「立命館商業学校（昼間部）」を設立しました。
また、満州事変勃発後は、軍需産業をはじめとする経済界
が活況を呈するようになり、勤労青少年へ教育の門戸を開くた
めに、1937（昭和12）年には「立命館夜間中学校」と「立命館
商業学校夜間部」を設立しました。その後も本校への入学志
願者は増大し、1941（昭和16）年には上賀茂神山の地に「立
命館第二中学校」を設立しました(1942（昭和17）年に北大路
の「立命館中学校」を「立命館第一中学校」と改称)。

戦時色が濃厚となると、軍需生産のための技術者の需要の高まりにより、商業学校への入学志願者
が減少し、中学校や工業学校への志願者が増加することになりました。このため、1943(昭和18)年には
「立命館商業学校昼間部」を閉校して新たに「立命館第三中学校」を設置し、「立命館夜間中学校」
を「立命館第四中学校」と改称しました。更に翌1944（昭和19）年には「立命館商業学校夜間部」を廃
止して、「立命館工業学校」を設立しました。立命館の中等教育は戦争末期には一中、二中、三中、
四中、工業の5つの中学を持つ学校に拡大していったのです。

このような教師陣の充実と最新の教育活動による上級学校
への進学者の増加や野球部・相撲部等の運動競技部の活
躍が本校への入学志願者の急増を生み出しました。折しも、
1922（大正11）年の大学令による「立命館大学」（旧制）への
昇格・認可で広小路学舎が狭隘になったため、この年より小
山上総町に新校舎建築（北大路学舎、現立命館小学校）を
開始し、1923（大正12）年12月に全学年の移転が完成しました。

昭和初期の北大路学舎



（５）新制中学・高等学校の出発と教育復興
1945（昭和20）年8月のポツダム宣言の受託は軍国主義日本の
総決算であり、新しい平和日本・民主日本の出発点でもありました。
教育界の民主化の一環として導入された新学制により、現行の小
学校・中学校を義務制とする六・三・三・四の教育体系が確立さ
れました。
学園においても、敗戦は戦時中の軍国主義的教育を一掃し、新
しい民主立命館を創る出発点でもありました。1945年11月には瀧川
事件（1933年）で学問の自由を守る戦いに奮闘した末川博を学長
として迎え、民主的発展の基礎を固め、1947(昭和22)年には学長
制度を廃止し、更に1949(昭和24)年には総長選挙制度を採用し、
末川を先頭に「平和と民主主義」の学園として歩み始めました。
一方、中学・高校においては 新制中学への切り替えとして、
1947（昭和22）年4月に北大路学舎の「立命館第一中学校」と上
賀茂神山学舎の「立命館第二中学校」をそれぞれ新制「立命館
中学校」・「神山中学校」として設立しました。また、この年に「立命
館工業学校」を「立命館第四中学」に併合しました。翌1948年には
新制高校として、「立命館第一・第三中学校」を「立命館高等学
校」に、「立命館第二中学校」を「神山高等学校」に、「立命館第
四中学校」は「立命館夜間高等学校」（1949（昭和24）年に「立命
館高等学校定時制」と改称）として設立しました。北大路学舎と上
賀茂神山学舎で再編された計「５校」がそれぞれ、戦後の混乱の
中にあっても、ホームルーム活動、生徒会活動、課外活動を活発
に行い、学校全体が自由で活気にあふれ、「平和と民主主義」の
立命館の建設をめざした学校づくりに邁進したのです。

末川博総長

生活指導の在り方についても改革が進められ、生徒の自主性を
尊重する現在の立命館中学校・高等学校の出発点となったのが、
この時期と言えます。その中でも特筆すべきは、高校生徒会と教員
が双方の意見や要求を交渉する場としての「学内協議会」が、
1949（昭和24）年に発足したことです。新聞部の「立命館タイムス」
の発行、弁論部の活躍等がこの時期の生徒の自主活動の典型
例として挙げられます。1972（昭和47）年に高校生徒会が制服廃
止と私服制度を獲得したのもこのような自主活動充実化の一端と
言えます。

立命館タイムス

（６）中学校と高等学校の一本化を目指す「一貫教育」と自主活動の活発化
戦後の急激なインフレの進行は中高５校それぞれの財政的困難を引き起こし、教育の充実をめざして
「中高一本化」の方針が推進されるようになりました。1951(昭和26）年には北大路学舎の中学校と高等
学校が一本化され、翌1952(昭和27）年には神山中学校と高等学校が北大路学舎に吸収されました。
同年４月には立命館中学校・高等学校校長の松尾一徳が立命館高等学校定時制の校長も兼任す
ることになり、全面的な中高一本化が完成しました。このような中高一本化によって、学校の組織も一つ
にまとまり、６ケ年を見通したカリキュラムや自主活動の育成が「一貫教育」の観点から計画されました。

神山中学校

（７）男女共学・深草学舎への移転の実現
1982(昭和57)年8月、総長からの諮問を受け、正課・課外を含めた幅広い教学充実のための教育施
設拡充の必要性から「学舎移転」の計画が開始され、同時に社会的要請を背景とした「男女共学」化
の動きも本格化してきました。
1986（昭和61）年10月に正式に深草への移転が決定し、翌年2月より校舎建設が開始されました。し
かし、学舎完成が予定より遅れたため、1988（昭和63）年4月には北大路学舎において、中高それぞれ
の1年生で男女共学が開始されました。7月に新キャンパスへの移転が行われ、新天地での学校生活
が開始されました。



（８）深草学舎前期の教育課題
深草学舎移転後、本校では、「自己表現力」・「情報活用能力」・「異文化交流と英語力」の育成を
「三本の柱」に据えて、それぞれ以下のような取り組みを行ってきました。

【A】「自己表現力」育成の取り組み
深草学舎移転前より、中学全学年に「読書」、中学3年に
「卒業研究レポート」、高校3年に「特別講座（特論）」等を通し
て、自己表現力の育成に務めてきました。移転後はこれらの取
り組みに加え、高校2年の「国語表現（半学級にて実施）」では、
班ごとに様々な文章やＣＭなどを素材に、その意図や背景の
分析に取り組み、学年末には自分でテーマを決め意見文をま
とめた『深草から未来』などの発行を行ってきました。

【B】「情報活用能力育成」の取り組み
1990年代初頭より、コンピュータを使っての調査・研究・発表をする力が、中高生の学習にも極めて重
要な課題となって来ました。
本校では、早期より、「情報教育推進委員会」を中心に「情報教育のカリキュラム化」、「情報機器の
整備と充実」そして、「情報教育指導体制の確立・充実」について議論と実践を進めてきました。

【C】「異文化交流と英語力」の取り組み
1980年代半ばより全国的に「国際化」が叫ばれるようになり、1988（昭和63）年には立命館大学に国際
関係学部が新設されました。中高においても、生徒の異文化理解とそれを支える英語力の増進・国際
感覚の育成を図るために、「帰国生徒入試制度の導入」、「ネイティブ英語科教員の任用と英語教育
の改革」、「海外教育提携校及び生徒相互交換留学の一層の拡大」に全校を上げて取り組みました。
帰国生徒入試制度は、帰国生徒が海外生活で得た外国語能力、多様な価値観、自主・自立の精
神を本校生徒が取り込むことと、帰国生徒のさらなる飛躍を図るとともに、学校全体の国際意識の涵養
や国際理解の展開を意図する目的で導入されました。（この入試制度は中高とも1987(昭和62)年度入
試より本格的に実施され、高校は1997(平成9)年、中学は2003(平成15)年まで継続しました。）
1986(昭和61)年のネイティブ英語科教員の採用を契機として、半学級による英会話授業、日本人教
師との「team teaching」等の多様な先進的な授業形態が導入され、生徒の実践的語学力の育成や生
きた異文化理解を促進してきました。これらの授業や活動を通して獲得された力は、英語検定やTOEFLを
はじめとする各種の資格取得、海外生徒と学術交流、中学3年時のニュージーランド研修（2000年～
2004年）やオーストラリア研修（2005年～現在）等において発揮されています。
より一層の国際化・異文化理解を深めるために、1990（平成２）年3月、生徒の相互交換プログラムの
一期生として、カナダのブリティッシュ・コロンビア州の２つの高校に、30名、翌年の3月には15名、高校3
年生を、それぞれ派遣しました。その一方、ブリティッシュ・コロンビア州の高校からの派遣生徒の受け入
れもあり、本校の留学生の受け入れの態勢も整っていきました。このような海外校との交流はさらに恒常
化し、世界中の学校との交換留学が展開され、本校の国際化が一層進化していきました。今日の
Super Science High School（SSH）やSuper Global High School(SGH)に代表される国際的な取り組みも、このよう
な本校の国際化と英語教育の充実を土台として展開されているのです。

「情報教育のカリキュラム化」については、中学１年生から高
校3年生それぞれに「情報講座」を設置、そして各教科や課外
活動でも情報ネットワークを駆使し、それぞれの目的に応じた取
り組みを展開してきました。「情報機器の整備と充実」について
は、コンピュータを5教室に約240台設置、それぞれ、最新の高
速ネットワークを設けました。また、1996（平成8）年7月には、「コ
ミュニティー21（通称：新館)を建設し、情報教室の拡大・拡充
をはかりました。
更には、情報教育専門教員の複数採用、全教員へのＰＣ
貸与、各教科における情報教育の活用法の研修などを通して、
「情報教育指導体制の確立」に務めてきました。 深草校舎

卒業研究レポート



（９）深草学舎後期の教育課題〜サイエンス教育の推進と長岡京学舎移転〜
2001(平成13)年、文部科学省は、科学技術、理科・数学教育の分野において優れた教育プログラ
ムや先進的実践を行う学校を「スーパー・サイエンス・ハイスクール（SHS）」に認定するとの構想を発表し
ました。折から本校では、新学習指導要領を踏まえた学校改革を推進しており、理数系への進学者が
多い状況や立命館大学理工学部との連携も視野に入れ、このSSH事業への参加を申請し、第Ⅰ期
（2002年度～2004年度）の指定を受けることが出来ました。また、中学校においても2003年度、2004年
度に文部科学省から「理科大好きスクール」の指定を受け、「サイエンス・ポスター・セッション・コンテス
ト」をはじめ、多様な科学教育に力を入れてきました。
上記のような「サイエンス教育」・「国際理解教育」の推進、「小中高一貫システム」確立に対応するた
めのＨＲ教室、実験設備、語学教室・情報教室をはじめとする諸施設の増設・拡充が不可欠でしたが、
深草学舎地域における厳しい景観保護法のために、それらが叶わず、新天地を求めた結果、2014(平
成26)年7月に長岡京市の現校地に移転しました。

（１０）立命館「清和会」の歩みとその役割
立命館中学校・高等学校は、1905（明治38）年の誕生から2006（平成18）年の立命館小学校創立
に至るまで、別表（「立命館中学校・高等学校の歩み」）のように幾多の併設校の創設と校名変更を
行ってきました。清和会はその全ての学校の卒業生で組織されている同窓会の団体です。
本校が創立されて６年後の1911(明治44)年、卒業
生有志と中学校校長・教員が集い、同窓会の設立
を提案・論議し、同年の11月26日に約400名を集めて
第1回「清和会」総会を開催しました。以後、学校の発
展と共に同窓会の活動も会誌「清和」の発行や全国
各地の清和会支部での活動等を通して活発化しまし
た。戦後、1949（昭和24）年1月に立命館「清和会」は
再建され、現在に至っています。清和会は、114年の
歴史の中で一貫して、世代を超えた卒業生の繋がりを
深め、互いに応援しあうと共に、母校の発展の支援に
務めてきました。立命館中学校・高等学校は、120年
の歴史の中で、３度の校舎移転と大規模な学校施
設の増・改築を行ってきましたが、清和会はその際の
財政的支援の中心的役割を果たしてきてきました。
現在では、中学校における「職業体験」での生徒受
け入れや「進路講座」、「サタデーボックス」、留学生
対象の「日本文化体験講座」をはじめとする講師派遣
や「浴衣」の寄付等、多種多様な支援を行ってきまし
た。また、清和会から選出された評議員・理事が小・
中・高の教育現場にとどまらず、大学を含めた立命館
学園全体の発展に大きく寄与しています。

長岡京キャンパスありがとう深草

立命館小学校

留学生対象の日本文化体験講座



（１１）世代を超えてつながる「清和会」の諸活動
【卒業記念品の贈呈と清和会木村賞授与】
高等学校卒業時に卒業生全員に清和会入会記念品の贈呈を行っています。また、正課・課外活動
での優秀な成績者に卒業式当日に清和会木村賞を授与し、表彰をします。

Topics 清和会木村賞授与とは？
清和会木村賞は1951(昭和26)年～1979(昭和54)年まで清和会会長を務められた故木村嘉一氏（旧
制中学1913年卒）のご遺族から寄付された基金から贈られています。

【清和会の広報活動】
在校生、卒業生、現役・退職教職員をはじめとする立命館小学校・中学校・高等学校に関わるあら
ゆる人々の活躍を広報するため、学校の広報誌である「遊目」や清和会のHP・Facebook等を通じて広く内
外に情報を発信しています。

【卒業生の同窓会活動支援】
各学各学年やクラス、クラブのOB・OGが開催する同窓会にも活動
費の援助を行っています。
高等学校の卒業生は、大学卒業時に常任幹事・幹事の皆さんが
中心となって、学年全体の同窓会を開催するのが恒例となっていま
す。このような企画にも活動費を援助してきています。
それぞれ事前に清和会事務局までご連絡ください。

【卒業生と恩師が集う総会・懇親会】
「清和会総会・懇親会」は、高等学校卒業25周年目に当たる学
年が、開催の世話役として企画運営の役割を担います。毎年多くの
卒業生と現役・退職教職員が集い、旧交を温めます。この総会・懇
親会には国内外を問わず、様々な分野で活躍されている方々も含
め、人生・社会の先輩方が多数参加されます。これらの先輩たちと
親しく接し、社会人としての交友関係が生まれる場でもあります。

〜2025年（令和7年）3月卒業 新任幹事の紹介〜
初めまして、令和7年度卒業常任幹事の大吉一花と申します。
高校では生徒会執行部に所属し、文化祭や体育祭などの行事運
営に携わってきました。現在は、立命館大学アメリカンフットボール部
パンサーズで学生トレーナーとしてチームの日本一に貢献できるよう
日々奮闘しております。練習や試合では、中高で様々なバックグラウ
ンドを持つ人と関わってきたことや生徒会長として周りを見るよう努めて
きたことが活きていると感じています。
今後は、清和会の一員として、微力ではありますが立命館中高を
サポートできればと思っています。幹事の5人の同級生と協力して活
動に関わっていきますので、これからよろしくお願いいたします。

進路講座
1991(平成4）年卒 岩永先輩

サタデーボックス
1995（平成7)年卒 以西先輩

活け花教室
1997（平成9)年卒 松岡先輩

常任幹事：大吉 一花 幹事：望月 勇吾 ・ 榊原 珀 ・ 道家 凛 ・ 筒井 映佑 ・ 井上 智棋

昭和４７年卒 卒業生同窓会

第１１３期 清和会総会・懇親会

令和７年卒 常任幹事 大吉一花さん



20

京都御苑「清和院御門」
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